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▼
秋
ら
し
い
清
々
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

小
生
、会
社
定
年
３
人
組
と
毎
年
１
度
の
会
合

を
行
い
、
今
年
は
９
月
に
集
ま
り
、
ゴ
ル
フ
・

酒
・
観
光
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

皆
い
い
年
に
な
っ
て
も
現
職
で
の
つ
ま
ら
な
い

事
・
諸
先
輩
方
の
豪
快
な
話
・
息
子
、娘
の
事

と
男
同
士
で
も
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。後
何
年

継
続
で
き
る
か
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。こ

ち
ら
か
ら
の
手
土
産
は
、郷
土
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て

『
い
ち
ほ
ま
れ
』を
持
参
し
、試
食
・
宣
伝
を
お

願
い
し
、
次
回
ま
で
皆
元
気
で
過
ご
せ
る
よ

う
、ご
安
全
に
！
に
て
一
堂
解
散
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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味岡山イルミネーション点灯

イルミネーション点灯期間 
１２月１日（金）～１月３１日（水）
毎日 １７時３０分～２１時まで

☆１１月２６日（日）

　　短期講座『手作りパン教室』
☆１月１８日（木）

　　坂井市丸岡自治区区長会
☆２月４日（日）

　　短期講座

　　　『簡単そば打ち教室』

　　　『本格そば打ち教室』

これからの予定

　今年で４回目の『味岡山イルミネーション』では「We love 

noune」のロゴマークが出現！さらに味岡山北側には約 15,000

個の電球を追加して長畝地区を照らします。乞うご期待ください！

「のうねの郷だより Ｎｏｕｎｅ＋ 秋号」 ◆ 発行・のうねの郷づくり推進協議会　◆ 編集・じょうほう部会
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味岡山イルミネーション点灯

【広域部門】
　のうねの郷づくり
　　　推進協議会

【地区部門】
　小黒老人クラブ優良賞

第１２回
坂井市花壇コンクール結果

見事に受賞されました

　表彰は 12月3日（日）、
みくに市民センターで開催される
『国体 300日前イベント』の場で

行われます。

おめでとうございます！

のうねの郷第二コミュニティセンター短期講座

　「越前カンタケ教室」に２１名が参加。簡単な作業にも
かかわらず、真剣かつ楽しそうに作業していました。管
理状態が良ければ、２０日程で発生し、３月頃まで楽しめ
るそうです。

　「秋の寄せ植え教室」に地区内の１２名が参加。講師に
花壇アドバイザーの見谷晴美先生をお迎えし、レウカン
サやカルーナなど花の名前や特徴などを教えてもらいな
がら、思い思いに植えていました。

10/21
（土）

『越前カンタケ教室』11/11
（土）

◀収穫が待ち
遠しいと話し
ながら作業す
る参加者たち

　 西出　智一
  （にしで   と

もかず）

１９７９生ま
れ。坂井

市丸岡町在
住。職業

は建築塗装
業。趣味

はマラソン、
地元バ

レーボールス
ポ少の

コーチもつと
めてい

る。二児の父
親。

キラッ人
と

　１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
当
時
中
学
生
な
が
ら
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
経
験

を
持
つ
西
出
智
一
さ
ん
。
８
月
20
日

に
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
で
そ
の
と

き
の
体
験
談
を
地
域
住
民
の
前
で

語
っ
た
。

　「当
時
、
私
は
中
学
三
年
生
。
新

聞
で
『
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
女

の
子
が
ペ
ン
を
握
っ
た
ま
ま
倒
壊
家

屋
の
下
で
亡
く
な
っ
て
い
た
』
と
い

う
記
事
を
見
て
、
父
に
「
こ
の
子

の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
な
？
」

に
感
じ
た
の
が
余
震
の
多
さ
だ
っ

た
。
地
震
発
生
後
一
週
間
が
経
っ

て
い
た
が
、
職
員
は
誰
も
い
な

か
っ
た
。
職
員
も
被
災
者
で
あ
り
、

自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
だ
っ
た
の

だ
と
今
な
ら
理
解
が
で
き
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
が
ど
こ
か
わ

か
ら
ず
、
明
る
く
な
り
市
役
所
に

や
っ
て
き
た
現
地
の
人
が
右
往
左

往
し
て
い
る
様
子
が
記
憶
に
残
っ

て
い
る
。
当
時
は
災
害
時
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
整
っ
て
お
ら
ず
、
ど

こ
で
、
だ
れ
が
、
何
を
す
れ
ば
い

い
の
か
を
指
示
を
す
る
人
も
お
ら

ず
、
組
織
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

大
変
な
様
子
だ
っ
た
。
私
の
仕
事

は
救
援
物
資
の
仕
分
け
、
瓦
礫
の

撤
去
、
避
難
所
の
確
認
な
ど
。
車

が
使
え
ず
、
マ
マ
チ
ャ
リ
部
隊
と

し
て
土
地
勘
も
な
い
道
を
地
図
片

手
に
避
難
所
を
探
し
回
り
、
各
避

難
所
の
要
望
を
聞
い
て
回
っ
た
」

と
、
20
年
以
上
前
の
出
来
事
を

は
っ
き
り
と
し
た
記
憶
で
語
っ
て

い
た
。

　体
験
か
ら
西
出
さ
ん
は
「
自
分

た
ち
の
身
は
自
分
た
ち
で
守
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
救
援
物
資
も
欲

し
い
だ
け
も
ら
え
る
わ
け
で
は
な

く
、
一
人
一
人
に
合
わ
せ
る
こ
と

は
困
難
。
災
害
が
起
き
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
意
識
を
常
に
持

ち
、
家
族
が
生
き
抜
く
た
め
に
防

災
意
識
の
向
上
を
す
る
こ
と
は
絶

対
に
必
要
で
あ
る
」
と
話
し
、「
い

ざ
と
い
う
と
き
、
家
族
が
出
会
え

る
よ
う
に
集
合
場
所
を
決
め
る
、

非
常
食
を
用
意
し
て
お
く
な
ど
で

き
る
こ
と
は
あ
る
。
福
井
地
震
か

ら
70
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る

今
、
災
害
を
今
一
度
考
え
、
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
」

と
力
強
く
訴
え
て
い
た
。

と
言
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。

そ
の
言
葉
を
聞
き
、
父
は
そ
の
日

の
夜
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
に
、
た

く
さ
ん
の
布
団
や
食
料
な
ど
を
詰

め
込
み
、「
い
く
ぞ
」
と
私
を
連
れ

て
車
を
走
ら
せ
た
」―

。
西
出
さ

ん
は
、
手
話
通
訳
の
資
格
を
持
つ

父
親
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
耳
が

不
自
由
な
人
た
ち
へ
の
支
援
の
た

め
被
災
地
へ
向
か
っ
た
。

　「福
井
県
の
担
当
地
域
は
、
宝
塚

市
。
市
役
所
に
到
着
し
た
の
は
夜

中
の
三
時
ご
ろ
。
到
着
し
て
す
ぐ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
て

　
　
　
〜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
て
〜

▲当時、日刊県民福井に
取り上げられた記事
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８月に行われた坂井市防災訓練では
各行政区が中心となり

一次避難所に避難し、本番に備えた
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『秋の寄せ植え』







▲丸岡城北側にイルミネーションを

設置し、盛上げに協力。
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